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【
エ
ッ
セ
イ
】

一
兵
卒―

辞
苑
閑
話
・
一

工　

藤　

力　

男

一
個
人　

こ
と
ば
の
変
化
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
も
の
で
あ
る
。

一
昨
年
秋
か
ら
世
話
に
な
っ
て
い
る
内
科
医
院
の
待
合
室
に
、

『
一
個
人
』
と
題
す
る
雑
誌
の
あ
る
の
が
目
に
つ
い
た
。
イ
チ
コ
ジ

ン
か
、
ず
い
ぶ
ん
堅
い
名
前
の
雑
誌
だ
、
こ
ん
な
所
に
は
釣
り
あ
わ

な
い
な
あ
、
と
思
っ
て
手
に
と
っ
た
。
表
紙
に
は
、
漢
字
表
記
の
誌

名
の
ほ
か
に
「ikkojin

」
と
あ
る
。
イ
チ
コ
ジ
ン
で
は
な
く
、
イ
ッ

コ
ジ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
個
人
」
な
ど
と
い
う
こ
と
ば
は
、
恐
ら
く
明
治
維
新
、
西
洋
文

明
と
一
緒
に
到
来
し
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
日
本
語
・
漢
語
に
は

な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
な
ら
、「
個
人
」
の
内
の
「
一
人
」

と
い
う
こ
と
で
、
当
然
「
一
‐
個
人
」
と
い
う
語
構
造
だ
ろ
う
と
考

え
た
、
そ
の
見
当
が
は
ず
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
ッ
コ
ジ

ン
は
変
だ
な
あ
、
若
い
者
が
助
数
詞
の
ほ
と
ん
ど
を
「
個
」
で
す
ま

す
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か
な
、
と
思
っ
た
。

少
し
調
べ
て
み
る
と
、
イ
ッ
コ
ジ
ン
を
新
し
い
語
形
と
思
っ
た
の

は
自
分
の
誤
り
ら
し
い
と
知
っ
た
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版

（
以
下
、『
日
国
大
』
と
略
記
）
の
「
個
人
」
の
初
出
例
は
、
馬
場
孤
蝶

『
流
水
日
記
』
明
治
廿
七
年
三
月
三
日
条
の
「
個
人
は
確
か
に
朽
つ

る
も
の
な
る
か
」
で
、
補
注
に
は
、「
個
人
」
以
前
は
「
一
個
人
」

「
各
個
人
」
が
多
く
み
え
、
そ
れ
が
略
さ
れ
て
「
個
人
」
が
う
ま
れ

た
の
だ
と
あ
る
。

佐
藤
亨
『
現
代
に
生
き
る
幕
末
明
治
初
期
漢
語
辞
典
』（
明
治
書
院　
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平
成
十
九
年
）
に
は
、『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
五
年
三
月

十
五
日
号
の
「
私
個
人
に
し
て
」、
明
治
廿
年
刊
・
有
賀
長
雄
『
増

補
社
会
進
化
論
』
の
「
箇
人
の
字
大
極
図
説
の
註
に
見
え
た
れ
ど
」

な
ど
が
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
明
六
雑
誌
』
か
ら
西
周
の

「
個
々
人
々
」、
津
田
眞
道
『
人
権
新
説
』
か
ら
「
各
個
人
」、
宮
崎

夢
柳
『
鬼
啾
啾
』
か
ら
「
一
個
人
」
を
ひ
い
て
、「
個
人
」
は
こ
れ

ら
の
省
略
形
だ
ろ
う
と
い
う
。

ヘ
ボ
ン
の
『
和
英
語
林
集
成
』
第
三
版
（
明
治
十
九
年
）
に
は
、

「I K
K
O
JIN　

イ
ッ
コ
ジ
ン　

一
箇
人　

n.
（
略
）A

n Individual;  
one person.

」
と
あ
り
、
個
人
に
あ
た
る
語
は
掲
出
し
て
い
な
い
。

『
哲
學
字
彙
』（
明
治
十
七
年
）
に
は
、「Individual,　

各
自
、
個

体
、
一
個
人
」
と
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
佐
藤
喜
代
治
『
日
本
の
漢
語
』（
角
川
小
辞
典　

昭
和
五
十
四
年
）
が
詳
し
い
。
津
田
仙
『
英
華
和
訳
字
典
』（
明
治

十
二
年
）
は
、「an individual

」
に
「
一
個
人
、
ヒ
ト
リ
ノ
ヒ
ト
」、

「Individual

」
に
「
独
一
个
人
、
独
一
者
、
イ
チ
ニ
ン
」
と
い
う
訳

語
を
掲
げ
て
い
る
と
い
う
。
漢
字
の
訳
語
は
、
こ
の
辞
書
の
原
典
た

る
中
国
の
英
華
字
典
の
訳
語
で
あ
り
、
仮
名
の
訳
語
は
そ
の
和
訳
な

の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
明
治
初
年
の
加
藤
弘
之
の
著
作
か
ら
「
一

個
人
」「
各
個
人
」、
森
鷗
外
『
文
づ
か
ひ
』
か
ら
「
一
個
人
」
を
ひ

く
な
ど
し
て
い
る
。
英
語
の
中
国
語
訳
に
由
来
す
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
う
だ
、
日
本
語
の
「
一
人
、
二
人
」
に
あ
た
る
現
代
漢
語
は

「
一
個
人
、
両
個
人
」
で
あ
っ
た
。

一
家
老　

江
戸
時
代
、
藩
主
を
補
佐
し
て
藩
政
を
行
う
重
臣
を
「
家

老
」
と
い
っ
た
。
参
勤
交
代
制
の
も
と
で
江
戸
家
老
と
国
家
老
が
あ

る
な
ど
、
一
藩
に
複
数
の
家
老
が
あ
る
こ
と
が
普
通
だ
っ
た
。
そ
の

ば
あ
い
、
筆
頭
の
家
老
は
「
一
家
老
」
で
、「
イ
チ
ガ
ロ
ウ
」
と
よ

ば
れ
た
ら
し
い
。
一
人
の
家
老
、
イ
チ
カ
ロ
ウ
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
筆
頭
家
老
・
首
席
家
老
な
ど
と
も
よ
ば
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の

「
家
老
」
は
「
ガ
ロ
ウ
」
と
連
濁
し
た
ら
し
い
の
で
、
一
番
家が

老ろ
う

が

約
さ
れ
て
イ
チ
ガ
ロ
ウ
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

大
き
な
組
織
、
例
え
ば
警
視
庁
の
捜
査
担
当
部
署
は
い
く
つ
か
に

わ
か
れ
て
い
る
。
強
行
犯
事
件
を
担
当
す
る
の
が
「
捜
査
第
一
課
」、

そ
の
課
長
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
で
は
「
イ
ッ
カ
チ
ョ
ウ
」
と
よ

ば
れ
る
。
第
一
課
の
長
「
一
課
‐
長
」
で
あ
っ
て
、
課
長
の
う
ち
の

一
人
「
一
‐
課
長
」
で
は
な
い
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
る
。
か
か
る
呼

び
方
は
、「
一
班
長
」「
一
隊
長
」
な
ど
に
も
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
、
本
来
の
語
形
と
音
変
化
し
た
語
形
で
意
味
の
異
な
る
こ

と
が
あ
る
。
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「
一
家
老
」
に
お
い
て
は
、
一
人
の
家
老
を
さ
す
ば
あ
い
に
は
、

「
カ
ロ
ウ
」
と
い
う
《
本
来
形
》
が
、
筆
頭
と
い
う
限
定
さ
れ
た
家

老
に
は
「
ガ
ロ
ウ
」
と
い
う
《
変
化
形
》
が
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
語
に
よ
り
、
場
に
よ
っ
て
異
な
る
ら
し

い
。
江
戸
時
代
、
吉
原
で
は
一
番
の
な
じ
み
客
・
最
も
大
切
な
客

を
、
本
来
形
の
「
イ
チ
キ
ャ
ク
」
と
も
、
変
化
形
の
「
イ
ッ
キ
ャ

ク
」
と
も
い
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
下
が
一
字
漢
語
「
客
」
で
あ

る
。
同
じ
く
一
字
漢
語
の
「
一
見
」
は
、
漢
音
と
呉
音
の
違
い
に

よ
っ
て
「
イ
ッ
ケ
ン
」
と
「
イ
チ
ゲ
ン
」
が
で
き
た
ら
し
い
。

さ
ら
に
範
囲
を
広
げ
て
考
え
て
み
る
。「
一
転
機
」
と
い
う
語
は
、

あ
る
事
態
が
「
一
転
す
る
機
会
」
と
、
事
態
が
「
転
ず
る
一
つ
の
機

会
」
と
で
は
、
ず
い
ぶ
ん
意
味
が
違
う
。
が
、
辞
書
は
そ
の
違
い
を

と
か
な
い
。『
日
国
大
』
は
、「
イ
チ
テ
ン
キ
」
を
空
見
出
し
で
掲

げ
、「
イ
ッ
テ
ン
キ
」
の
項
で
語
義
を
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
た
ぐ

い
に
は
、「
一
頓
挫
」「
一
挙
手
」「
一
世
界
」
な
ど
も
あ
る
。

漢
数
字
「
一
」
が
和
語
に
冠
し
た
ば
あ
い
に
も
音
環
境
に
よ
っ
て

変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
例
に
「
一
時
」
が
あ
る
。
前
項
が

変
化
し
た
「
イ
ッ
ト
キ
」
は
、
旧
時
代
に
一
日
を
十
二
分
し
た
一
つ

の
時
間
、
あ
る
い
は
短
い
時
間
の
意
で
あ
り
、
後
項
が
変
化
し
た

「
イ
チ
ド
キ
」
は
、
物
事
が
一
度
に
あ
る
い
は
同
時
に
起
こ
る
と
き

に
用
い
る
。

後
項
が
洋
語
、
い
わ
ゆ
る
外
来
語
の
ば
あ
い
も
あ
る
。「
ペ
ー
ジ
」

を
例
に
い
う
と
、「
任
意
の
一
ペ
ー
ジ
を
書
写
す
る
」
の
よ
う
に
数

量
を
い
う
ば
あ
い
、「
一
ペ
ー
ジ
か
ら
三
ペ
ー
ジ
ま
で
」
の
よ
う
に

順
序
を
い
う
ば
あ
い
が
あ
る
。
一
方
、「
青
春
の
貴
重
な
一
ペ
ー
ジ
」

の
よ
う
に
、
特
別
な
意
味
を
こ
め
て
譬
喩
的
に
用
い
る
ば
あ
い
が
あ

る
。
こ
の
二
つ
は
読
み
わ
け
て
当
然
だ
と
わ
た
し
は
考
え
る
が
、
現

実
は
そ
う
で
は
な
い
。『
日
国
大
』
は
「
イ
ッ
ペ
ー
ジ
」
だ
け
を
掲

げ
、「
比
喩
的
に
時
の
流
れ
の
中
で
一
つ
の
場
面
を
さ
し
て
い
う
」

と
す
る
が
、
読
み
わ
け
は
し
て
い
な
い
。

一
兵
卒　

平
成
二
十
一
年
九
月
、
民
主
党
の
代
表
選
挙
で
菅
直
人
氏

に
敗
れ
た
小
沢
一
郎
氏
は
、「
わ
た
し
は
初
心
に
か
え
っ
て
、
一
兵

卒
と
し
て
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
に
、
手
を
つ
な
い
で
協
力

し
て
い
き
た
い
」
旨
を
述
べ
た
。
ラ
ジ
オ
に
よ
る
小
沢
氏
の
声
で
一

兵
卒
は
「
イ
ッ
ペ
イ
ソ
ツ
」
で
あ
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
フ
リ
ー
百
科
事
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
』
で

「
兵
卒
」
を
検
索
す
る
と
、「
兵
士
」
の
ペ
ー
ジ
に
導
か
れ
た
。
そ
こ

に
は
上
引
の
小
沢
氏
の
挨
拶
が
ひ
い
て
あ
っ
た
。
わ
た
し
は
、
そ
の

時
以
外
の
政
治
の
文
脈
で
「
一
兵
卒
」
に
接
し
た
記
憶
が
あ
る
。
そ
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こ
で
、「YA

H
O
O

! JA
PA

N

　

知
恵
袋
」
で
検
索
す
る
と
、「
一
兵

士
っ
て
な
ん
で
す
か
？
（
民
主
党
の
話
題
で
出
て
き
て
い
る
言
葉
で

す
）」
と
い
う
質
問
が
、
平
成
十
八
年
四
月
五
日
に
よ
せ
ら
れ
て
い

る
。そ

の
日
付
の
朝
日
新
聞
朝
刊
を
み
る
と
、
第
一
面
に
「
民
主
代
表

選　

小
沢
・
菅
氏
一
騎
打
ち　

立
候
補
き
ょ
う
表
明
」
の
見
出
し
の

も
と
、
そ
の
前
夜
、
鳩
山
会
館
の
観
桜
会
で
代
表
選
に
言
及
し
な

か
っ
た
小
沢
氏
に
対
し
て
、
菅
氏
は
「
一
兵
卒
だ
ろ
う
が
、
か
ご
か

き
だ
ろ
う
が
何
で
も
や
る
」
と
語
っ
た
旨
を
報
じ
て
い
る
。
小
沢
発

言
以
前
に
接
し
た
記
憶
は
こ
れ
な
の
だ
ろ
う
。

『
日
国
大
』
が
「
一
兵
卒
」
に
あ
げ
た
三
つ
の
用
例
の
う
ち
、
田

山
花
袋
『
田
舎
教
師
』
の
「
冷
た
く
横
は
つ
た
一
兵
卒
の
姿
」
を
、

『
精
選
復
刻
近
代
日
本
文
学
館
』（
ほ
る
ぷ
）
で
み
る
と
、「
ぺ
い
そ

つ
」
の
振
仮
名
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
音
読
み
す
る
漢
数
字
以
外
は

振
仮
名
す
る
総
ル
ビ
印
刷
な
の
で
、
作
者
が
つ
け
た
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
残
る
二
つ
、
徳
富
蘆
花
『
思
出
の
記
』
の
「
真
理
の
一
兵

卒
と
し
て
」、
高
見
順
『
過
程
的
』
の
「
階
級
闘
争
の
一
兵
士
た
ら

ん
と
す
る
決
意
」
に
振
仮
名
は
な
い
よ
う
だ
。
花
袋
に
は
、
そ
の
も

の
ず
ば
り
の
『
一
兵
卒
』
と
い
う
短
篇
も
あ
る
が
、
よ
み
は
不
明
で

あ
る
。

近
代
日
本
の
軍
隊
に
「
兵
卒
」
と
い
う
階
級
は
な
か
っ
た
。「
兵
」

は
戦
闘
要
員
で
、「
卒
」
は
兵
を
支
援
す
る
こ
と
が
任
務
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
一
つ
に
し
て
兵
士
の
意
味
で
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
わ
た

し
の
違
和
感
は
発
し
て
い
る
よ
う
だ
。
わ
た
し
の
語
感
で
は
、
イ
ッ

ペ
イ
ソ
ツ
は
最
下
級
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
兵
卒
」
で
あ
り
、
イ
チ

ヘ
イ
ソ
ツ
は
、
兵
卒
の
内
の
一
人
を
さ
す
語
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
兵
卒
」
が
す
で
に
最
下
級
の
兵
士
な
の
だ
か
ら
、
あ
え
て
、「
イ
ッ

ペ
イ
ソ
ツ
」
と
い
う
必
要
は
な
い
と
思
う
。
旧
陸
軍
に
は
、
上
等
卒

と
二
等
卒
の
間
に
「
一
等
卒
」
も
あ
っ
た
の
で
、
な
お
さ
ら
そ
う
感

ず
る
よ
う
だ
。

現
行
の
辞
書
を
み
る
と
、「
イ
ッ
ペ
イ
ソ
ツ
」
を
掲
出
す
る
も
の

は
多
く
な
い
。『
広
辞
苑
』
第
六
版
は
「
一
人
の
下
級
兵
士
。
比
喩

的
に
、
命
令
を
受
け
て
下
働
き
を
す
る
者
。（
用
例
略
）」
と
書
い
て

い
る
。
後
半
の
記
述
は
、
ま
さ
に
小
沢
・
菅
両
氏
の
用
例
を
説
明
す

る
も
の
で
あ
る
。『
大
辞
林
』
第
二
版
は
語
義
を
二
分
し
て
、「
①
一

兵
士
。
②
あ
る
活
動
を
す
る
大
勢
の
中
の
一
人
と
し
て
、
下
積
み
の

任
務
に
励
む
者
。（
用
例
略
）」
と
す
る
。
こ
れ
に
対
す
る
わ
た
し
の

疑
問
は
、
そ
れ
な
ら
「
一
兵
士
は
イ
ッ
ペ
イ
シ
か
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
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イ
チ
ヘ
イ
ソ
ツ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
『
青
空
文
庫
』
か

ら
、
近
代
の
小
説
・
評
論
・
感
想
な
ど
に
み
え
る
「
一
兵
卒
」
数
十

例
が
引
き
だ
せ
る
が
、
読
み
方
の
明
ら
か
な
も
の
は
な
い
。
そ
の
中

か
ら
一
つ
だ
け
、
中
島
敦
の
『
李
陵
』
を
取
り
だ
し
て
み
る
。
一
章

の
終
り
近
く
、
李
陵
の
軍
が
胡
軍
の
猛
攻
撃
を
う
け
て
の
ち
、
捉
え

た
胡
軍
の
捕
虜
の
言
に
つ
い
て
思
案
す
る
く
だ
り
が
あ
る
。

た
か
が
一
兵
卒
の
言
つ
た
言
葉
故
、
そ
れ
程
信
頼
で
き
る
と
は

思
は
な
か
つ
た
が
、
そ
れ
で
も
幕
僚
一
同
些
か
ホ
ッ
と
し
た
こ

と
は
争
へ
な
か
つ
た
。

こ
の
箇
所
で
、
こ
の
捕
虜
か
兵
卒
の
ど
の
位
置
に
あ
る
か
は
問
題
に

な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
最
下
級
の
兵
士
を
意
味
す
る
「
イ
ッ
兵
卒
」

と
か
く
必
要
は
な
い
。
単
に
「
兵
卒
の
一
員
」
と
解
し
て
い
い
だ
ろ

う
。
作
者
は
、「
イ
ッ
ペ
イ
ソ
ツ
」「
イ
チ
ヘ
イ
ソ
ツ
」
の
い
ず
れ
を

意
図
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

各
種
の
書
目
・
索
引
類
に
つ
い
て
、
標
題
が
「
一
兵
卒
」
で
始
ま

る
も
の
を
み
る
と
、
編
者
の
読
み
方
の
し
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ほ

と
ん
ど
「
一
平
」「
一
兵
」
の
近
隣
に
お
か
れ
て
「
イ
ッ
ペ
イ
ソ
ツ
」

で
あ
る
こ
と
を
語
る
が
、
ま
れ
に
例
外
が
あ
る
。『
日
本
著
者
名
総

目
録　

2005

＼2006

④　

書
名
索
引
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ　

平
成
十
九
年
）
の
「
い
ち
も
く
り
」
の
ペ
ー
ジ
（p.79

）
に
は
次
の

作
品
が
あ
る
。

一
兵
卒
の
戦
記　

東
京
図
書
出
版
会　
（
衛
藤
俊
雄
）

直
上
は
「
市
辺
遺
跡
」、
直
下
は
「
い
ち
べ
え
ぬ
ま
の101

ち
ゃ
ん
」

な
の
で
、「
イ
チ
ヘ
イ
ソ
ツ
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
日
支
事
変

　

北
支
、
南
京
、
徐
州
、
漢
口
戦
」
の
副
題
を
も
つ
、
昭
和
十
一
年

か
ら
三
年
間
の
手
記
で
あ
る
。
B
6
判
百
五
十
二
ペ
イ
ジ
の
本
文
中

に
「
一
兵
卒
」
の
語
は
み
え
ず
、
奥
付
に
も
振
仮
名
は
な
い
。
こ
の

読
み
は
索
引
編
者
の
判
断
に
よ
る
ら
し
い
。
と
ま
れ
、
わ
た
し
と
同

じ
よ
う
に
判
断
し
た
人
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
辞
書
サ
イ
ト
『
実
用
日
本
語
表
現
辞
典
』
に

は
、「
い
ち
へ
い
そ
つ
」
の
項
目
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
か
い
て
あ

る
。「

一
兵
卒
」
の
意
。
一
般
的
に
は
「
い
っ
ぺ
い
そ
つ
」
と
読
む
。

援
軍
き
た
る
と
喜
ん
だ
の
だ
が
、
続
く
記
述
は
、「
単
な
る
一
兵
卒
、

し
が
な
い
身
分
な
ど
を
意
味
す
る
表
現
。」
と
二
種
類
の
読
み
方
を

あ
げ
る
の
み
で
、
そ
の
違
い
に
は
言
及
し
な
い
の
だ
っ
た
。

二
年
前
の
三
月
五
日
、
小
沢
氏
が
郷
里
の
岩
手
県
で
講
演
し
た
。

そ
の
夜
、
十
一
時
の
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
「
イ
チ
ヘ
イ
ソ
ツ
」
と

報
じ
た
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
山
田
タ
カ
ユ
キ
さ
ん
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
五
年
三
月
五
日
啓
蟄
）
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